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大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
６
年
前
八
王

子
支
社
管
内
で
発
生
し
た
「
乗
客
に
よ
る
傷

害
事
件
」
と
、
そ
の
被
害
者
の
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
組
合
員
を
支
援
し
て
い
る
八
王
子

地
本
と
た
し
ろ
議
員
を
取
り
上
げ
た
朗
読

劇
で
、
大
会
参
加
者
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。 

                        

 
 

                 

挨
拶
に
立
っ
た
吉
川
委
員
長
は
、 

① 

た
し
ろ
応
援
プ
ロ
の
取
り
組
み
を
、

妥
協
を
許
さ
ず
貫
徹
す
る 

② 

17
春
闘
は
格
差
ベ
ア
を
許
さ
ず
、
集

中
回
答
日
に
決
着
を
求
め
る 

③ 

連
続
す
る
事
故
や
不
祥
事
の
要
因

の
一
つ
に
、
会
社
に
よ
る
マ
イ
プ
ロ

活
動
へ
の
偏
重
が
あ
る 

④ 

仙
台
駅
業
務
の
委
託
問
題
は
、
全
国

の
駅
員
の
雇
用
問
題
だ 

と
強
い
口
調
で
述
べ
、
全
組
合
員
に
団
結

を
訴
え
ま
し
た
。 

   

来
賓
に
は
「
た
し
ろ
か
お
る
」
参
議
院
議

員
や
、
Ｊ
Ｒ
総
連
、
連
合
東
京
、
全
自
交
労

連
な
ど
の
労
働
団
体
の
外
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
富
田
社
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
富
田
社

長
は
、
吉
川
委
員
長
の
挨
拶
の
内
容
に
も
触 

                  

 

れ
て
、「
駅
を
中
心
に
し
て
地
域
を
元
気
に

す
る
」「
今
後
も
技
術
革
新
を
進
め
る
」
と

合
理
化
や
業
務
委
託
を
進
め
る
考
え
を
示 

す
と
共
に
、「
マ
イ
プ
ロ
活
動
は
、
社
員
の

能
力
を
の
ば
す
大
切
な
も
の
だ
」
と
主
張
し

て
、
連
続
す
る
事
故
の
背
後
要
因
に
な
っ
て

い
る
も
の
を
見
直
す
考
え
の
な
い
事
を
表

明
し
ま
し
た
。 

   

 

大
会
の
代
議
員
は
、
30
才
代
と
40
才
代 

の
平
成
採
用
者
が
全
体
の
２
／
３
を
占
め
、

昭
和
採
用
の
代
議
員
は
３
割
で
し
た
。
ま
た

発
言
者
の
８
割
は
平
成
採
用
の
代
議
員
で
、 

今
や
時
代
は
完
全
に
昭
和
か
ら
平
成
へ
と

移
っ
て
い
る
事
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
最
近
女
性
社
員
が
増
え
て
い
る
割
に
は
、

女
性
の
代
議
員
が
少
な
い
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。 

   

大
会
の
発
言
は
、
初
日
が
４
名
、
２
日
目

が
28
名
で
全
体
で
32
名
の
代
議
員
が
発

言
し
ま
し
た
。 

発
言
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
ま
か
に
大
別
す
る
と
、 

① 

た
し
ろ
か
お
る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み 

② 

各
地
で
発
生
し
て
い
る
「
事
故
」
や

「
乗
務
員
に
よ
る
不
祥
事
」
な
ど
、

安
全
問
題
に
関
す
る
意
見 

③ 

「
16
春
闘
」
の
取
り
組
み
と
「
17
春

闘
」
に
向
け
て 

④ 
営
業
職
場
の
効
率
化
と
要
員
不
足

に
つ
い
て 

 

                            

 

⑤ 

エ
ル
ダ
ー
の
職
場
確
保
に
つ
い
て 

等
で
し
た
。 

特
に
発
言
で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
本
来

業
務
よ
り
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
を
積
極

的
に
行
う
社
員
を
優
遇
す
る
会
社
の
労
務

施
策
が
「
事
故
多
発
」
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
し
た
意
見
や
、
駅
の
業
務
委
託
や

要
因
不
足
が
営
業
職
場
の
深
刻
な
悩
み
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
で
し
た
。 

ま
た
「
17
春
闘
」
に
対
し
て
は
、
格
差
ベ

ア
を
無
く
す
る
た
め
に
「
ス
ト
権
を
確
立
し

て
闘
お
う
」
と
呼
び
か
け
た
力
強
い
発
言
も

あ
り
ま
し
た
。 

新
役
員
体
制
は
、
吉
川
委
員
長
は
留
任

し
、
先
の
総
連
大
会
で
書
記
長
に
就
任
し
た

柳
氏
に
代
わ
っ
て
、
山
口
副
委
員
長
が
新
書

記
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
総
括
Ｏ
Ｂ
担

当
に
は
奥
山
副
委
員
長
が
、
そ
し
て
森
Ｏ
Ｂ

担
当
に
代
わ
っ
て
新
し
く
大
塚
中
執
が
Ｏ

Ｂ
担
当
に
な
り
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
来
年
組
合
結
成
30
周
年
、

ま
た
本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
来
年
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。 

今
後
も
中
央
本
部
と
し
っ
か
り
連
携
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

                                               

〃
「
た
し
ろ
か
お
る
」
と
と
も
に
「
平
和
な
社
会
」「
鉄
路
の
安
全
」
若
き
仲

間
と
新
た
な
未
来
を
切
り
拓
く
八
王
子
大
会
〃
と
銘
打
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
第

32
回
定
期
大
会
が
、
６
月
12
日
か
ら
２
日
間
の
日
程
で
八
王
子
地
本
の
準

備
で
「
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
に
は
大
勢
の
来
賓
と
共
に
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
も
古
川
会
長
と
伊
藤

事
務
局
長
が
招
か
れ
２
日
間
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

     

吉
川
委
員
長
が 

固
い
決
意
を
表
明 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
第

32
回
定
期
大
会 

  

吉
川
委
員
長
、
妥
協
な
き
闘
い
を
表
明 

 

柳
書
記
長
は
総
連
へ
、
山
口
副
委
員
長
が
新
書
記
長
に 
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新たな未来を切り拓いた八王子大会の全景 

大
会
は
、
昭
和
採
か
ら 

完
全
に
平
成
採
へ 

富
田
社
長
、「
マ
イ
プ
ロ
は
大
切
」 

32
名
の
代
議
員
か
ら
発
言 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

仙
台
か
ら
は
、 

新
庄
支
部
の
阿
部 

武
志
さ
ん
を
紹
介 

し
ま
す
。 

阿
部
さ
ん
は
新
庄
運
転
区
の
運
転
士 

か
ら
多
能
化
で
新
庄
駅
の
そ
ば
店
長
に 

な
り
、
そ
れ
が
そ
ば
作
り
の
出
発
点 

と
な
り
ま
し
た
。 

退
職
後
は
水
と
杉
の
町
・
金
山
町
の
古 

民
家
を
借
り
て
、
そ
こ
で
そ
ば
処
「
草
々
」 

を
開
店
し
、
近
所
で
「
そ
ば
の
う
ま
い 

店
」
と
評
判
に
な
り
、
暫
く
し
て
新
庄
、 

最
上
地
区
の
そ
ば
組
合
の
会
長
と
な
っ
て
、 

     

そ
ば
文
化
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
阿
部
さ
ん
は
鮎
獲
り
の
名
人
で
も

あ
り
、
年
間
漁
獲
量
も
１
０
０
０
匹
と
い

う
驚
異
の
数
字
を
あ
げ
て
、
金
山
、
真
室
川

の
漁
業
組
合
の
会
長
に
も
就
任
し
て
い
ま
す
。 

  

 会
長
職
は
ま
だ
あ
り
猟
銃
会
長
に
も
就
任

し
、
腕
前
は
県
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
納

め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
も
好
き
で
ゴ
ル
フ
は

80
台
、
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
東
北
大
会
に
出 
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場
し
て
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

万
能
な
人
で
す
。 

こ
の
様
に
阿
部
さ
ん
は
、
多
く
の
幅
広
い
人 

 
 

 
 

 
 

 
達
と
知
り
合
い
、
要
職
を 

引
き
受
け
る
責
任
感 

の
強
い
人
だ
か
ら
、 

そ
ば
処
「
草
々
」 

は
常
に
、
満
員
状 

態
で
す
。 

今
後
も
仲
間
と
手
を
取 

り
合
っ
て
「
楽
し
く
人
生
を
過
ご
し
て
い
き
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
金
山
町
在
住
・
阿
部
武
志
・
71
歳
） 

    

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

仙台地本ＯＢ会 

 

 

５
月

29

日

13

時

30

分
よ
り
、

「
み
ま
つ
ホ
テ
ル
」
の
会
議
室
で
、
「
第 

て
「 
19
回
定
期
総
会
」
が
44
名
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
テ
レ
朝
で
報
道
さ
れ
た

古
館
伊
知
郎
の
「ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
」の
ビ
デ
オ

が
上
映
さ
れ
た
後
、
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
と
、
た
し

ろ
議
員
の
真
由
美
夫
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「熊 

本
地
震
カ
ン
パ
」
と 

「
会
則
の
一
部
改 

正
」
が
行
わ
れ
、
発
言
者
は
５
名
で
し
た
。 


 

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
は
、
ヒ
ト
ラ

ー
を
彷
彿
さ
せ
る 


 

会
員
以
外
の
退
職
者
に
も
、
た
し
ろ
の

声
か
け
を
し
て
い
る 

役
員
体
制
は
、
近
年
活
動
を
活
発
化

さ
せ
た
鈴
木
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
栗
村
副

会
長
が
新
会
長
に
な
り
ま
し
た
。 

              

 

５
月
29
日
13
時
よ
り
、
北
中
公
民

館
で
「
第
19
回
定
期
総
会
」
を
51
名
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

第
１
部
は
佐
々
木
政
策
秘
書
の
「
た
し
ろ

か
お
る
の
６
年
間
の
活
動
報
告
」
で
、
第
２
部

の
定
期
総
会
の
前
段
で
、
「
熊
本
地
震
カ
ン
パ
」

と
「
杉
尾
ひ
で
や
後
援
会
」
加
入
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
と
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
県
退
職
者 

   連
合
の
石
川
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
７
名
で
し
た
。 


 

Ｏ
Ｂ
会
は
現
役
と
の
交
流
が
大
切
だ 


 

今
後
バ
ス
の
仲
間
と
交
流
し
た
い 


 

Ｏ
Ｂ
会
に
は
哲
学
が
あ
り
、
楽
し
い 

 

第
３
部
は
懇
親
会
で
、
手
作
り
料
理
の
差
し

入
れ
も
あ
り
、
「
た
し
ろ
」
と
「
杉
尾
」
で
盛
り

上
が
っ
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

            

  
 

 
 

 
 

６
月
４
日
12
時
30
分
よ
り
八
王

子
労
政
会
館
第
一
会
議
室
で
、
１
０

５
名
の
参
加
者
で
「
第
19
回
定
期
総 

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「熊
本
地
震
」で
亡
く
な
っ
た
方
々 

に
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
始
ま
り
、
来
賓
に
は
地

本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
東
京
、
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
、

自
然
と
人
間
社
の
代
表
が
、
二
次
会
の
懇
親
会

か
ら
は
大
宮
の
総
会
か
ら
駆
け
つ
け
た
、
た
し

ろ
議
員
の
真
由
美
夫
人
も
参
加
し
ま
し
た
。 

発
言
者
は
５
名
で
し
た
。 


 

自
分
が
紹
介
し
た
人
に
は
、
自
分
で
再
度

連
絡
を
す
る 


 

地
域
退
職
者
連
合
に
、
新
名
称
で
再
登
録

し
連
携
を
強
め
た 


 

Ｏ
Ｂ
会
活
動
と
共
に
、
森
び
と
の
活
動
を
や
っ

て
い
る 

役
員
体
制
で
は
事
務
局
長
が
交
代
し
、
新
た
に

工
務
出
身
の
事
務
局
長
が
誕
生
し
、
新
風
を
吹
き

込
む
事
に
な
り
ま
し
た
。 

                                 

  
 
 
 
 
 

６
月
４
日
13
時
30
分
よ
り
大
宮 

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
、
１
０

０
名
の
参
加
者
に
よ
っ
て
「
第
17
回 

定
期
総
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
横

浜
・
東
京
地
本
Ｏ
Ｂ
会
、
美
世
志
会
、
鉄

道
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
連
日
地
方
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
た

し
ろ
議
員
の
真
由
美
夫
人
が
疲
れ
も
見
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ず
、
元
気
な 

顔
を
見
せ
ま 

し
た
。 

 

第
２
部
の
懇
親
会
に
は
、
埼
玉
シ
ニ
ア
連

合
、
浅
野
目
県
議
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
６
名
で
し
た
。 


 

沖
縄
と
連
帯
す
る
旅
は
大
変
良
か
っ
た 


 

エ
ル
ダ
ー
制
度
を
見
直
し
て
欲
し
い 


 

退
職
者
に
も
割
引
証
を
出
し
て
欲
し
い 

ま
た
会
場
で
は
、
退
職
者
連
合
の
「
熊
本

地
震
カ
ン
パ
」
も
取
り
組
み
ま
し
た
。 

                         

 

６
月
５
日
の
13
時
30
分
よ
り
、 

Ｊ
Ａ
さ
が
み
茅
ヶ
崎
ビ
ル
の
大
会
議 

室
で
、
80
名
の
参
加
者
で
「
第

20

回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
は
、
「
熊
本
地
震
」
の
犠
牲
者
に
対
す

る
黙
祷
と
海
員
組
合
製
作
の
ビ
デ
オ
上
映
で

始
ま
り
、
来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、

東
京
、
八
王
子
、
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
代
表
に

加
え
て
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
、
エ
ル
ダ
ー
会
、

自
然
と
人
間
社
、
岡
田
鎌
倉
市
議
と
た
し
ろ

議
員
の
真
由
美
夫
人
な
ど
大
勢
の
人
達
が

駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
４
名
で
し
た
。 


 

長
期
加
療
中
の
会
員
を
激
励
し
て
い
る 


 

南
相
馬
市
の
防
潮
林
植
樹
に
行
って
き
た 


 

た
し
ろ
紹
介
者
カ
ー
ド
の
徹
底
で
、
会
員
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【ＪＲ総連第 32回定期大会報告】 
 

 
《武井前委員長は顧問に、 

Ｏ Ｂ 担当は永島政治部長》 
 

ＪＲ総連は 6月 5日から 2日間の日程で、「第

32回定期大会」を都内のホテルイースト 21東京

で開催しました。 

来賓には連合の神津会長（二日目）や、交運

労協、全自交労連等の多くの来賓と共に、たしろ

参議院議員も参加しました。ＪＲ総連ＯＢ連絡会

も三役が招待されました。 

総会では各単組の代議員から、「たしろかおる

応援プロジェクト」、「16 春闘」、「安全問題」等の

取り組みの成果が報告されました。 

役員体制では、武井委員長（ＪＲ東労組）が勇

退され、新たに榎本書記長（ＪＲ北海道労祖）が

新委員長に就任しました。また新書記長にはＪＲ

東労組書記長の柳 明則氏が就任しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

榎本・柳新体制がスタート! 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

水 戸 

長 野 

 

八王子 

大 宮 
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新役員体制 

会 長 

 栗村幸雄 

副会長 

 狩谷光治 

 柳内英道 

事務局長 

 前野憲治 

新役員体制 

会 長 

 近藤愛一郎 

副会長 

 田上憲由 

 牛尼大輔 

 轟 正好 

 萩原 実 

事務局長 

 清水隆夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新役員体制 

会 長 

 味原 進 

副会長 

 平井博明 

 浅川武二三 

事務局長 

 阿部得男 

 

新役員体制 

会 長 

橋詰康昭 

副会長 

   長谷川雄二 

平川昭夫 

 佐藤晴夫 

事務局長 

 大谷和夫 

 

 

 

横 浜 
 
新役員体制 

会 長 

 徳永丈男 

副会長 

 進藤 昇 

 神山満明 

事務局長 

 杉永哲也 

 

 

 

 

新 役 員 体 制 

委員長  榎本 一夫（ＪＲ北海道労組） 

副委員長 高木 康之（ＪＲ貨物労組） 

書記長  柳  明則（ＪＲ東労組） 


